
H22年度 ニセコ町緑の分権改革推進事業 

環境に対する意識とエネルギー消費実態の調査のための 

ニセコ町民アンケート 

 

●アンケートの結果(自由記入欄) 
 
1 ・今年のサンマやシャケの不作のように、地球温暖化のため、食物連鎖まで引き起こしかねない

現状です。グローバルで考え個人で行動する必要が目前にきています。一人一人が地球を大切に

するために行動が求められる時代です。 
2 ・温暖化については原因が限定されていないはずです。ただ、目前のエネルギー源の確保や環境

に適したエネルギー源に移行していくことは必要なことだと思います。人間そのものの数も 40年
位前と比べると 40 億から 70 億近くなって人間そのものが CO2 を増加させていると思う。大都
市のような人口集中地が考えないと、ニセコのような地方がいくら考えてもだめだと思う。 

3 ・とにかく情報を発信する。 
・住宅の外断熱の普及。 
・新エネルギーの開発。 

4 ・特に無いです。 
5 ・早急に対策をしなければならないと思う。 
6 ・家自体はオール電化で、深夜電力をうまく使い、冬はまきストーブ 100％で暖房が、現時点で

最も安価で環境に良いと思い、4 年前にログハウスを建てました。ニセコ町には自然をもとめて
移住している人も多いので、環境に対する意識は高いと思います。ぜひ町ぐるみで取り組んでほ

しいと思います。 
7 ・一人から二人へと、団体から会社ぐるみと皆様で意識を持っていく事が小～大につながるので

はないでしょうか。 
8 ・二酸化炭素の排出量を少なくしていく、地球規模での取り組みを本格化させることです。パウ

ダスノーの降らないニセコは観光地としての魅力もなくなっていく事です。 
・家には年寄りがいるため、とても暖房費がかかります。どうやって光熱水費を低く抑えるか、

勉強したいと思っています。 
9 ・このような町の動きの中で行われる説明会など、とてもいいと思いますが、小さい子供がいて、

近くに預けられる人がいないと聞きたくても行けない事が多いです。主婦であっても参加できる

よう配慮していただけると助かります。 
10 ・地球の身体を資源として消費するだけで物質的にのみ豊かさを求めても、人生と心の豊かさに

直結するわけではないことを知りました。 
・地球温暖化対策を考えることは、地球の身体をだいじにして、人の心を豊かにすることを実践

することにつなげなくてはと思います。官も民も企業も、皆で力を合わせれば、まだ間に合うと

思います。 
11 ・公共施設で新エネ設備を積極的に導入し行政が先導していくと共に、各家庭単位で新エネ導入

できる方法を考え、制度化すべき。そうすると、町全体でとりくみ意識が高まる。 
12 ・問 26の①②について、費用がどの位かかるかの具体的な説明がないのに答えられない。 

・全体的にもっとわかりやすい問にしてほしい。答えに対する説明が不十分。 
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１．町民アンケートの自由回答一覧



13 ・費用がかかりすぎるのがネックになっている。例えば電気自動車などは車の価格も高いし、充
電ステーションも少ない。こういうことがクリアーされれば真っ先に、買い換えたいと思う。ガ

ソリン車よりも値が高い分は補助金を出すなど（初期の頃は）、考えてほしい。 
・何よりも官公庁、行政が率先することが大事。自分たちが何もせずにかけ声だけかけてほしく

ない。 
・住民（町民）に対しては、自分（たち）は何もしなくても、つまり、今まで通りでも通用する

だろうと思わせないような姿勢を行政が示してほしい。 
14 ・温暖化については現状身の周りでは実感が無い為、一般の方には理解して頂くのは大変だと思

いますが、温暖化対策という名目としてではなく、今後の個々の家庭の経費削減という事で提案

して行く事を町として進めて行ってほしいです。…（個人の）初期経費は掛かりますが。 
15 ・ニセコ町の場合、冬期間に関しては対策をもっともっと考える必要がある。町全体の道路沿い

の雪の問題、道路を走る車が見えるぐらいの排雪など。 
16 ・住民をまき込んだ「小さな取り組みから」が重要。それが意識となり、大きな目標へ向かって

進んでいくと考えられる。・かっこよいエネルギー施策もよいがどろくさい草の根運動的な取り組

みも効果がある。 
17 ・雇用促進して、設備投資する必要がある。国からの補助金を有効に使い町民へ戻す政治を行っ

て下さい。 
18 ・国、市町村がもっと太陽光発電などのクリーンエネルギーに補助金を出すべき。例えば、企業

に対しても税金の優遇したり、補助金を出すことによりホテル企業なども積極的に検討すると思

う。 
・町の公用車、バスなどを電気車両にしたり、役場、小中学校に太陽光発電パネルを設置したり

も有効だと思う。 
19 ・皆さんあんまりピンとこないのでは！ 
20 ・近年、夏の暑さが尋常ではないことは誰もが周知していることと思います。このままでは北海

道の良さが損われ、観光地としての価値が下がることになるでしょう。これ以上、温暖化を進行

させないように、一人一人の努力と辛抱が必要かと思います。次の世代にこの地を残す為にも、

今のうちにできることはしておきたい。 
21 ・まずは、街路灯等を太陽光発電、ＬＥＤに変えてみてはいかがか。 
22 ・現代あまりにも便利なものを使うことが当りまえのようになっています。停電した時に一番困

る事は石油ストーブの何から何まで電気なくしては使用できないということに気づかされまし

た。ニセコは春～秋までは停電してもどうにか大丈夫ですが冬は大変だと思いました。こまめに

節電し、新たなエネルギーが使われるようになっても、資源を大切に親が国が地方自治体が教え

て（子供達）いかなければならないと思います。 
23 ・ニセコ町が、新エネルギー活用の実証実験を行う、とのことですが、町単独でやるべきことな

のでしょうか？ 
・町財政が厳しい中、もっと、違うレベル（道、国 etc）で行うべきと思われるのですが。あるい
は、町近隣市町村とのタイアップの考えられませんか？ 

24 ・今年の猛暑はまさに温暖化が原因と考えられます。私たち大人が今、真剣に取り組まないと、
子供達のこれからの未来が本当に不安になります。4～5年前にエコ対策と言われていた言葉が他
人ごとのようだったのが今は世界中の異常気象でこんなリアルに対面することになるとは想像も

出来ませんでした。遅い位の取り組みですが、今からでも前向きに取り組むことで少しでも、改

善されることを期待します。 
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25 ・新エネルギーは、いろいろなものがありますが、導入するのであれば、原料の製造からエネル

ギーに成るまで、すべての過程を検討し、プラスマイナス 0 ではなく、プラスマイナスで、人類
にとって、大幅なプラスになるようなものを導入して下さい。 
・新エネルギーは莫大な経済効果があるので、色々な業種が参入していますが、中には、プラス

マイナスで人類にとってマイナスじゃないかと思われるものもある様な気がします。新エネルギ

ービジネスの表面だけにとらわれず、十分見極めて導入を決めて頂きたいです。 
26 ・地球温暖化防止への取組みは絶対必要なことです。限られた資源を有効に使うこと、資源の再

利用も絶対条件と思います。また最も大事なことは個人個人が地球温暖化防止という意識を持っ

て取組んでいくことと思います。 
27 ・町内で実証実験をするということですが、町内にあるタイプ何点か町民に理解を得て実行に向

けて進めてほしいと思います。世はパソコンの時代ですが、パソコンも利用しない家をあること

を含めて結果を知らせていただけたらと思います。 
28 ・ペレットストーブ導入を検討中。ニセコ町も補助金早急に出して欲しい。 
29 ・雪・水を有効に使って何かできないでしょうか。未来を生きる子供達に迷惑をかけないために

今私達ができることは？ 
30 ・ニセコ町内の空いている土地、又は山林に実のなる木を植える、ドングリ、くるみ。クワその

他等、又その苗木を各家庭で 1本～2本ずつ育て 1年～3年後で植林として野生生物が住める環境
と温暖化対策につながるのでは、ないでしょうか。 

31 ・今後、夏の暑さが続き冷房負荷が増大するとしたら、高額な設備の導入だけでなく緑化等を用
いて少コストでエネルギー利用をおさえる工夫を町ぐるみで行うことも大切だと思います。（ゴー

ヤなどのつる植物を使った緑のカーテンなど） 
32 ・環境問題の解決は、基本的に negativeなものと思う。すなわち、使わない、使いすぎないこと

である。現在の生活環境の縮小につながるだろう。エコカーについての販売など、その視点から

見たら、まったくばかげている。単なる、個人生活の金銭的メリットばかりでは環境問題に取り

組むには、底が浅いだろう。 
33 ・知識を高め、是非利用したい。 
34 ・高速道路の無料化は地球温暖化に逆行している。 
35 ・あらゆる国、地域で細く長くでも、続ける事が必要だと思います。その為にも知識、知恵を場

面に応じ皆様一人でも多くの人に理解し、実行してもらう努力を、続けられたらと思います。も

ちろん私自身も少しでも省エネ、新エネについて日々の生活で、また周りの人達に伝え、実行し

てゆきたいと思います。 
36 ・ニセコ町のエネルギーが 100％自前の自然エネルギーで賄える町として、そのモデルになって

欲しいと願っています。それは決して不可能ではなく可能であると信じています。コストも今ま

でと変わらないもっと低く押さえることを目標に設定すること。小規模で各家庭で発電して利用

出来ること。各自の条件に合ったエネルギーの選択も可能にすること。と同時にエネルギーの消

費量についても積極的に節約していく意識と自治体もそれを推進していくことが大切ではないか

と考えています。・ニセコ町は緑の分権改革をもっと町民に広報し、町民の意見を交換する場を設

けて欲しいと思います。 
37 ・地球温暖化とＣＯ2の関係は、その原因の一つと見られているが、誰もＣＯ2が原因であるとの

立証したものは居ない。人間の様々な活動が温暖化を促進していると思われるが他の自然現象が

主因かもしれないのです。 
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38 ・私だけ、オレだけ気をつけたってどうしようもないの、なぁなぁの人がどれだけ沢山いるかと

言う事。一人一人の考えや心くばりが大きな力になると言うことがわかっていない現象です。 
・一人でも多くの人方がこの新エネルギーに興味が持てる様にして行きたいものです。 
・新エネルギーとは？の書を読みましたが決してわかってアンケートに答えたわけではない。何

となくわかっているかなとの答えです。もっと身近に、子供も老人もわかるようにマンガ的にで

も目にすることができたらと思います。 
39 ・いつも気にかけたいとは思っているものの、日々の生活にあわただしく追われて、つい、便利

な方にたよってしまいます。現実的にすぐ実行できる身近な方法と、大がかりな新エネルギーを

同時に行っていく意識を町全体でもてたらいいなぁと思います。 
・前から地球の危機を感じてはいたものの、何からはじめてよいかわからなかったので、ぜひ、

ミーティングなど、知る機会を教えてくれたらうれしいです。 
・ニセコ町に住んでよかったと思います。 

40 ・CO2 と環境変動に関する因果関係が、証明されていないのに、なんでもかんでも CO2 の影響
で、CO2 が無くなれば Happy の様な考えには違和感を覚える。しかしながらエネルギー自給率
（安全保障）の観点からは新エネルギー技術確立による対策については 100％賛成できる。 

41 ・化石燃料依存からの脱却は地球温暖化対策のみならず、エネルギー確保の面でも重要な課題で
より一層の技術発展を期待する。この分野で日本の技術が最先端となり世界をリードするように

なることが理想だ。そのためには行政の支援が必要で、ニセコ町のように町が率先して新エネル

ギー政策を進めていることは大変素晴しいと思う。もっと低コスト高効率のシステムが開発され

れば是非導入したい。 
42 ・風速等は音等の環境が気になります。  

・設置費用額が気になる。 
43 ・まず、できる事から始まるのが良いと思う。  

・安定的かつ継続できるものを見極めて。  
・むだな資本投資にならない様に。 

44 CO2 の排出が地球温暖化の直接の原因ではないという説もある。どうなのでしょうか？よって
CO2の排出を各家庭で減らすために電気が良いという流れはどうなのか？さらに、CO2の排出が
少ない原子力発電が良いという風潮には賛成できない。 

45 ・ペレットストーブを購入したいが、近くにペレットを扱うお店がない。足寄町等ではガソリン
スタンドで購入できるそう。ペレットストーブの取扱店があったらいいと思う。展示会などでも

いいと思う。詳しい人から直接話が聞きたい。 
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